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1. 研究背景 

多元系酸化物である(Pr1-yYy)1-xCaxCoO3（以下
PYCCOと略す）は 90Kで金属－絶縁体転移する
ことが報告されている[1]。これら多元系酸化物は
一般的には酸化物原料から固相反応によって得

られているが，我々はこれとは全く異なる多元系
酸化物合成プロセスとして酢酸塩を含むエタノー
ル混合溶液に超音波を照射することによって，酢
酸塩に含まれる金属を均一に分散させた高濃度
ゲルが得られることを見出した[2]。 
本報告では，酢酸塩ゲルから合成された

PYCCO をアルミナあるいは金属基板上に厚膜を
形成し，その特性評価を行ったので報告する。 

 
2. 実験方法 

原料には、酢酸プラセオジム(Pr)，酢酸イットリ
ウム(Y)，酢酸カルシウム(Ca)，酢酸コバルト(Co)
を用いた。これらに含まれる金属種のモル比を
Pr:Y:Ca:Co= 0.48:0.12:0.4:1となるように秤量し，こ
こへ溶媒としてエタノールを加えて混合した。この
とき金属種の総モル数に対するエタノールの重量
の比を 1 mol/kg とした。この溶液に周波数 42 kHz
の超音波を約 2 時間照射することによってゲルを
作製した。このゲルを真空アスピレータによって減
圧乾燥を行ったあと粉砕して粉末状にした。これ
を大気中 800 ℃で 24 時間焼成することで
PYCCO 粉末を得た。得られた PYCCO 粉末をφ
11 mm の型に充填し，80 MPa でプレスを行うこと
でペレットを得た。これを酸素ガス中において

1200 ℃で 12 時間の本焼成を行うことによってバ
ルク体を作製した。得られたバルク体を再度粉砕
して粉末とし，ここへ重量比 15%のエチレングリコ
ールを加えて混錬した。得られたペーストをアルミ
ナ基板の上に厚さ 10 µm塗布し，酸素中 1000℃
で焼成することで PYCCO厚膜を得た。 
得られた試料の構造解析には XRD，組成分析
には EDX を用いた。抵抗率は４端子法で測定し
た。 

3. 実験結果 

Fig.1 にアルミナ基板上に塗布した PYCCO 膜
の X 線回折結果を示す。複数の回折ピークが見
られるが，一部の微弱な回折ピークに同定できて
いないピークはあるものの，ほとんどのピークは

PYCCO からの回折ピークであることがわかった。
金属テープ上へ塗布したPYCCO厚膜に関する，
組成や電気特性などの詳細は当日に発表する。 
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Fig.1 X-ray diffraction pattern of PYCCO 

 (x = 0.4, y = 0.2) thick film coated on 
alumina substrate. 
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